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毫溝遠征日記
　　　　山　本　一　清

　本年11月10日の水星経過を観測するナこめに，皇潜まで行きたいものだ蕩

かねてから望んでゐfeが，10月20日に至って，燧にL行く］ε決し，すぐ族

行0）準備，諸器械の考案，船會肚其の他εの交渉なさしfe．11月2日，器

械類を積み出す，一行く先は，Sにかく皇北へ．

　11月4日（金），朝7時53分，京都騨一手荷物二つSク・ノメーター・

それに傘を携へたのは，天文観測旅行にふさはしく無いε思ったが，此の

日雨天なので止むを得ない。9時33分，碗戸市三の宮着，それより人車で，

海岸第四突堤に般只中の大阪商船L扶桑丸1一等第3室に入る・英子はこ

Nまで見迭って來tcが，舶の出帆にはまだ間もあるので，買ひ物をかねて，

門門で暫く市街を散歩．11時孕，、船に回る・■英子は11時50分船を去る・船’

は正午該錨，多数の船客ミ見途り人εの聞を結ぶ多くのtapeを切り裂い

て岸壁を離れる．自分は此の時，クロノメータP一を上甲板に持ち出して，

税關屋上のTime－ball落下時刻を観測．

　細雨降りしきる海の上を，船は西へ走る．風は無く，波はおだやかであ

るが，誇らしい瀬戸内海の景色も好くは見えない．た、郵書にふけるのみ

　11月5日（土）朝6時，眼がさめるε同時に戸畑の室積氏より無電で

上陸講演の依頼あり．船は6時牛門司港外に投錨，自分は直ちに上陸，商

船桟僑で室積氏に迎へられ，案内されて，汽車で戸畑へ行き，9時明治專

門學校に着，9時牛より約1時間，學校の職員生徒にL水星の太陽面経過

の現劇について講話．終って，自動車にて迭られ，11時牟船に露る．般

は正午出帆．此の時にも門司港のTime・ba11をクロノメーター一で観測．

　室は曇り勝ち，船は立海へ出た頃から北風の横波で，可なり揺れたが，

日浸ε共に李静に復した。自分は相憂らす逸書．夜10時には就床．夜4≧に

時計は30分おくれる．

　11月6日（日）船の中では，日曜も特別の有難みが無い．朝食後，水

星経過の計算な忌やり直して見た．一其のほかは，談話室の書架から塁灘
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に興する書物を引き出して讃み耽る．風は北西の微風が船を追ひ，波は無

く，船は海上・を£るやう．しかし室はやはり曇り勝ちで，日浸の時のGreen

ashも遽には見られなかった．

　正午の時の船の位置，風動126度7分，北緯30度24分，昨日門司出帆以來

航走346浬，‘T均速力14浬5．

　11月7日（月）天氣幾らか良く，風は北西．日光が時々窓より入る．

午前11時，船首に肇湾の前肯Aginco町t島が見え，船客の眼を喜ばす．正

　　　　　　　　　　　　　　　　　午此の島を通邉．それから次ぎ次

（塵　中　測　候　所）

　ぎに幾つかの島々を迭り迎へ，午

　後2時には皇考本島が視界に入る．

　3時牛，いよいよ，基隆港内に入

　り，徐行．此の時早くもランチで

　自分の恩師吉川氏父子及び寺本皇

　北測候所長に出迎へられた．船が

　岸壁に定着作業の間，自分は取り

　敢へす寺本所長より皇灘各地の氣

山象歌況を聞き，協心且つ親切にす

本すめられるがまN，逡に今回の観

撮測地を口中εするに決定．望遠鏡

影類の荷上け等については船の事務

　長及び商般會肚の代理者等に依頼

　し置き，上陸して午後4時20分嚢

の汽車にのり，一一先づ皇北に下車，族館朝腸號に入る．

　夜，寺本所長，油玉速水和彦技師，卒賀牧師，見元了氏及び，意外にも

河合章二郎鳶職訪，10時過ぎまで談ず．

　11月8日（火）朝，8時過ぎから寺本所長に案内されて市街を歩き，

総督府を訪ふた．目下，朝香宮塚神叩で奉迎のため総督府の人々は多く南

部の行啓に識し，内務部長其の他にも會へす，只，建築の大味を見，高さ

200尺の塔に登って市内外の景色を賞しt．午後10時牛からは，更に輻じて
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女武町の測候所を訪ふた．八角形の珍らしい建築であるが，目下修繕作業

中．所長室で少憩後，屋外の観測場で同所所蔵のC∞ke製し軍靴1の天文望遠

鏡を見，ついで子午儀室内を見た．こsにはCooke製のL二吋牛1子午儀が

据ゑ付けられて居り，其の隣室にはRiefler製の天文時計2つ，及び，　Nardin

製ε】Le　Roy製のクロノメーターが各各1個があっt二．4個の時計は毎日

相互比較が行はれ，天測は毎晴夜に行はれるSの事であった．一正生間去．

　午後0時46分，輝北登の急行列車で皇中に面ふ．車中全く掲りであった
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　　　　　　　（宮中測候所内の魏測場）　　山本撮影

が窓外の珍らしい景色S聖書εで時を費した．3時過ぎから汽車は海岸に

沿ふて走り，洋琴を過ぎた頃，明後日の水星第4鯛頃の太陽高度を日影し

た．水Zli－k，R上の日浸は，生憎，地物に妨げられて見えなかった，5時牛，

追分騨で圖らすも峯中開候所長伊地知氏に出迎へられ，年中に着くまで車

中で既に壷中の大声を聞く．

　午後6時峯例解，林教育課長其の他に出迎へられ，族館春田館に入った

が，室の晴れてみるのを幸ひ，時を移さす，所長の案内で測候所に行き，

器械の据ゑ付け嶋所を見分しt．北極星や，春分鮎近くの木星な…が好い



峯瀞蓮征日記（山本） 窪5

日標であった．

　11月9日（水）朝8時．L望遠鏡の荷物が毫中騨へ無事到着し，直ちに測

候所へ途り出した「εいふ電話が弓長から届いたので，9時から自分も測候

所へ出かけ，所員の方々に手助けして頂いて荷を解く．午後，下れを屋外

に持ち出し，昨夜，星を見て決定して置いた場所に据ゑ付け，組み立てε，

adjustmentミを，4時頃にほs’終る，L4時30分1は明日の水星が終る時刻に

當るのだが，今日の試験では，望遠鏡の親界は何ものにも妨げられす，天

　　　　　　　　　（盗　　中　　○　　市　　街）　　　山本撮影

氣さへ好ければ豫想通り観測が出來るこεが確められた．今口は終日快晴，

三日も望みが多い．

　午後7時，市内の高等女三校講堂に於いて州教育課主催の學術講演會に

招かれ，約1時間牛にわナニり，幻燈叢を示しつN，天文講話をした．

　11月10日（木）午前6時起床，橡に出て室模様を見たεころ，風は無

’いが．淡い巻雲が室一面にはびこってるる．少々之れが氣がかりであった

．が，7時過ぎ，食事を終る頃，雲は明らかに潰散の様子なので安心した．

8時には服装を整へて測候所に行く．雲は殆んだ滑えた．測候所では所員
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のほかに見學の平等教員たち，新聞記者等，歎名が予てみる．小型望遠鏡

も二三蓮び込まれてみる．

’直ぐ自分は10センチ赤道儀望遠鏡の掩ひを取り去り，各部を一庶鮎隙，

9時には壷北測候所に電話をかけて，時刻の比較をした・それから5（，観

測場に三って來て，まつ，投影法により太陽面のsketchをし，下鮎の位置

を測る，黒；粘は今日穂計6群見えてみるが，何れも過去二三日間に著しく登

達したもの，又は出現したものらしい．中央にある大群には約10個の大小

　　　　　　　　　　（其　の　日　の　観　測　場）　　　山本撮影

三三が含まれてみる．此のsketchをofficeに持ち飾｝つて，其の上に今日の

水星纒過のtrackを蚕いて見ナこ所，幸ひにも第一一waが，太陽東児に昨日から

現はれた一大二二のわっか南の鮎で行はれるこミを知って，大喜び．爾ほ

此の上，水星が幾つかの三三上を通過しないものかε，研究して見kが，

其れは駄目であった．しかし，ミにかく，観測技術上，最も心配であった

第一鰯の位置角が此の一黒禦iによって示されてみるこεは有難い・これで

自分はいよいよ今口の観測を直接眼視法によって決行するミ定める．10時，．

二毫の小望遠鏡の据ゑ付けミ，投影準備も出來たので，部署を決定，師範
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f一學校門には川口，松本，小林の3氏，記念館機には中島，磐井雨氏が當る

　二εεし，時計係は伊地知所長が當られるこミεなる．氣象観測の今日の

當番は上村氏．それから，自分は一一fiを集め，投影紙上の太陽像を示しっ

っ，今日の現象をあらかじめ説明した．一一測候所の正門は既に朝8時牟

から閉鎖して，外野者を断る．天氣に申しぶん無し．

　午前11時の第一燭迫り，畠時計係りは早くも10待55分からL秒時ヨを呼び始

　める．自分は10センチの全口径を用ゐ，倍ig　133倍にサングラスを覧てて

太陽面を直覗．太陽像は極めて静かである．第一燭を15h16m55s（クロノメ

ー蟹 cー一面）に静思．それから第二燭に注目し，geometrical　cOptactを同18m

　27，8　optical　contactを同18’”30，sミ観測す．11時7分に一一同観測を中止し，

或は休息，或は食事をεる．自分は少憩後，正午には毫北測候所より照る

電信報時を観測し，それから一寸宿へ蹄って食事．

　午後1時掌，自分は再び測候所に出て，かねて計書準備して置いた小型

　カメラ，シヤター，プア4ンダー等を赤道儀に取りつけ，四五人の方々に

手傅って貰：つて，今，太陽面を経掌中の水星を爲眞撮影する試験に移った．

llford　Plocess乾板を京都から持って來たが，測候所内に適當な曙室が無い

ので乾板の取り換へ等が出來す，止むなく，近所の一篇眞館まで或る特志

者に自営車で往復して頂くεいふ騒ぎな♂しつM，ミにかく，前後6回撮影

　をやった．其のうち，3回はシヤターの働きが不良で，不成功．しかし，残

　りの3枚は可なり良い結果を得た．午後3時には再び電話で毫北ε時計の

比較．

　　午後4時S分の，第6枚目の爲眞撮影を最後εし，一同記念撮影をやり，

其の後は，第三鰯ミ第四燭の観測準備をする．各器械への入員部署は午前

中の通り．天氣は依然良好，氣温は可なり高いが，北の微風がある．太陽

は西によほさ附いたけれさ’，像の性質は極めて良好．自分は第三燭のoptical

contactを20h　42m19s書，叉，　geometrical　contactを同42m25sざ観測。引き

績き第四鰯を20h43m56sミ見ナこが，しかし回れは少々怪しいか（？）．同44m

3Sには確かに水星が見えなかった．

　午後4時40分，一同の観測領髪は全部終了．赤道儀は直ぐ部分品を解い
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て荷作り，多くの人々に助けられた御蔭で，5早牛には早くも全部のものが

荷箱に納まって．運搬業者の手に渡された．今夕型騨から積み出し，明

日の船に間に合ふ筈．

　午後6時．自分は測候所を引き上げて宿へ航り，食事の後，入浴　くつみ

ぎつN，今日の観測結果のあらましの整理窟眞屋からは水蚤爲眞の現象も

出來上って歴た．午後8時，約束により新聞記者を引見，大略を訳：明報告す．

結局，水星経過時刻の，観測ε豫報ミの差は一32s（豫報が逞過ぎ）であっナこ．

一それから暫く休息して，夜孚過ぎの急行寝毫車て豪中出鵬皇北へ．

　11月11日（金）朝6時32分に墓北着．宿で少憩1後，8時牛，測候所を訪』

u，所長始め所員の方々に婁畑來の厚意を謝し，爾ほ，昨日の皇軍に於け

る観照伏況を大略講話した．聞けば，皇北では終日室に雲が往馴して，水

星経経過の第三艦似外は皆観測不可能であっナこ由．

　10時から，鐵道部の速水技師ε寺本測候所長εの案内で，鐵道部の自動車．

により，市の内外，皇縫事々あたり迄ドラnヴ．正午にはホテルで午餐を受

け．e午後0時50分嚢の汽車で，見塗られつ・基隆へ行く．基隆では吉川中學校

長に迎えられ，まつ同校に案内せられ，學生たちに簡輩なSpeechの後，鐵道

部のランチで港内巡覧．一午後3時雫，扶桑丸に乗り，4時豫定の如く出帆．

　11月12日（土）風は北西で，波は可なりあるが，船はゆれない．終日，．

讃書したり，散歩したり，無駄話しをしナこり．同船の船客中に掌編均三’陣

士等の同好の士多く愉快であっtこ．正午の船の位置は，東経124度26分，北、

緯28度6分，昨日より航走232浬，速力ZF均11．9浬，

　11月13日（日）　風が西南に憂って，船足進む．やはり讃書ミ散歩εで終

日を迭る。此の航海中にも，天氣は概して好からす，殊に水李線にもやが

あって，Green　Flashが観測出自ない・正午の船の位置東経128度19分，

北緯31度54分，昨日より航走309浬，軍均速力12．89浬．

　11月14日（日）船は未明に門司港外に着し，7時牛同港内に投錨．自分

は直ちにランチで下關に上陸午前8時40分嚢の急行列車に乗る．一午後5

時20分，岡山騨で幹事水野氏に二途られた．岡山でも倉敷でも，水星の初燭

観測は曇りで駄目であった由．午後9時牛三宮騨で英子の出迎えを受け，

11時京都着無事饒宅．（終）


